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Technical Note 04-46 
 
（原題: Native ODBC in 4D） 
 
概要概要  
 
4D 2004 からは ODBC サポートするネイティブコマンドが追加されました。これはプラ
グインを使用せずともODBCデータソースからデータを取り込めることを意味します。さ
らにこの機能を応用すればMicrosoft Excelなどのアプリケーションとの統合も容易です。
この Tech Note では手動およびコマンド使用によるネイティブ ODBC の使用例を紹介し
ています。 
 
ExcelExcel のセットアップのセットアップ  
 
注記: 
サンプルデータベースは Windows および MacOS で動作しますが、Mac 版の Excel は
OSBCデータソースとならない点に留意して下さい。 
 
ODBCでは、テーブルからデータをインポートするので、はじめにExcel でテーブルを定
義する必要があります。Excel はスプレッドシートの最初の行をフィールド名とみなし、
この行は ODBC でインポートされるデータに含まれません。この動作を避けたい場合は、
空の行をプレースホルダーとしてスプレッドシートの最上段に設けます。テーブルを定義
するには、まずインポートの対象となる範囲をハイライトし、挿入メニューから名前/定義
を選択します。ダイアログにはハイライトされた範囲、つまりテーブル名を入力します。
以後、この範囲を選択すると画面左上に定義された名前が表示されるようになります。 
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データソースの作成データソースの作成  
 
Excel を ODBCのデータソースとして定義するためには、Excel ODBCドライバがシステ
ムにインストールされている必要があります。インストールされているODBCドライバの
一覧は、次の場所で確認できます。 
 
コントロールパネル/管理ツール/データソース(ODBC) ドライバタブを選択 
 

 
 
ドライバがインストールされているならば、Excel ファイルをODBCデータソースとして
定義することができます。ユーザDSNタブをクリックし、追加ボタンをクリックします。 
 

 
 
インストールされているドライバの中から Excel ドライバを選択し、完了ボタンをクリッ
クします。 
 

 
 
データソース名(例: MyDataSource)と説明(任意)を入力し、ブックの選択ボタンをクリッ
クして、テーブルの定義されたExcel ファイルを選択してOKボタンをクリックします。 
 
注記: 
Excel ファイルのパスは保存されるので、この設定を行なった後にファイルを移動するべ
きではありません。 



4D4D でデータをインポートするでデータをインポートする  
 
4D 2004のユーザモードでファイルメニューから「読み込み」を選択すると、ODBCデー
タソースを選択することができるようになっています。 
 

 
 
コンピュータデータソースタブをクリックし、目的のデータソースを選択します。 
 

 
 
ダイアログで Excel ファイルを指定すると、通常の読み込みダイアロクが表示されます。
インポートは既存のテーブルに対して実行することができ、テーブル作成オプションを選
択することによって新規テーブルにデータを読み込むこともできます。 
 

 
 
 



 
 
新規テーブルが作成され、データがインポートされたことが確認できます。 
 
コマンドによるインポート 
 
前述の例と同じように Excel ファイルのデータを今度はコマンドでインポートするという
例です。テーブルを新規作成するのはなく、既存のテーブルにデータを読み込むようにな
っているので、フィールドの数とExcel 側の列の数が一致していることが求められます。 
 
サンプルデータベースを起動し、ユーザモードで Excel データを新規テーブルに読み込み
ます。これによってContacts テーブルが作成されるので、レコードをすべて削除してから
カスタムモードに移行します。 
 
インタフェースは、ネイティブコマンドの機能をデモンストレーションするために、ユー
ザ名、パスワードなど、Excel ファイルからデータを取り出す上では不要なフィールドも
用意されています。 
 
データソース名、テーブル名、インポート先テーブル名を指定して Import ボタンをクリ
ックすると、ネイティブODBCコマンド使用により、Excel ファイルからレコードがイン
ポートされます。 
 
 


